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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第53期
第３四半期
累計期間

第54期
第３四半期
累計期間

第53期

会計期間
自　平成28年４月１日

至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日

至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日

至　平成29年３月31日

売上高 （千円） 12,627,648 12,941,121 16,426,355

経常利益 （千円） 877,551 671,847 944,814

四半期（当期）純利益 （千円） 417,249 342,105 371,384

持分法を適用した場合の投資損失
（△）

（千円） △14,858 △7,533 △37,005

資本金 （千円） 922,939 922,939 922,939

発行済株式総数 （株） 9,105,290 9,105,290 9,105,290

純資産額 （千円） 4,355,239 4,571,987 4,310,919

総資産額 （千円） 9,708,139 10,743,142 9,578,505

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

（円） 45.83 37.57 40.79

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 10.00

自己資本比率 （％） 44.9 42.6 45.0
 

　

回次
第53期
第３四半期
会計期間

第54期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日

至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日

至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 19.60 18.45
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な変更

はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)　業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、企業部門の堅調、個人消費の持ち直しなどにより、全体としては

緩やかな回復基調が続きました。

食料品・外食業界におきましては、賃金の伸び悩みなどによる節約志向が根強い市場環境の下で、販売競争が激

化するとともに、人手不足を背景とした人件費や物流コスト上昇などにより収益が圧迫される厳しい経営環境が依

然として続いております。

このような経営環境の中で、当社は経営理念としている「食と食の文化を通じてお客様に満足と幸せを提供す

る」ことを一貫して追い求め、「食の安全・安心」を第一に掲げて、業績の向上と財務体質の改善を図り、経営基

盤の強化に取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は12,941百万円（前年同四半期比2.5％増）、営業利益は665百万円

（同25.3％減）、経常利益は671百万円（同23.4％減）、四半期純利益は342百万円（同18.0％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①食料品事業

『デルソーレ小麦ごはん』という提案型商品戦略を継続して展開し、大手スーパーでの店頭キャンペーン、Ｓ

ＮＳを活用したレシピ提案等のマーケティング活動の強化によって、ブランド認知度をより一層高めるプロモー

ション施策に取り組んでまいりました。具体的には、当社の主力商品であるナンのさらなる店頭配荷率アップを

目指した『ナンスタイルキャンペーン』を平成29年7、8月に展開し、売り場の充実・活性化を図りました。その

結果、日経ＰＯＳデータ チルドパン・クッキー生地カテゴリー 売れ筋ランキングで当社「手のばしナン」が９

年連続で第１位を獲得することができました。また、ハロウィーン企画での催事ピザの導入、ボージョレヌー

ボー解禁日、ピザの日、クリスマスと続く最需要期での販促活動等、積極的なアプローチを行いました。

製造部門におきましては、新規設備の拡充等生産性の一層の向上に取り組んでおり、千葉工場にてマルチタイ

プの大型新ラインを立ち上げました。

当第３四半期累計期間では、売上高は9,283百万円（前年同四半期比3.9％増）、セグメント利益は896百万円

（同25.7％減）となりました。
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②外食事業

外食事業におきましては、労働需要の逼迫による人件費関連コストの上昇や、原材料価格の高騰に加え、消費

嗜好の多様化による業態・業種を越えた顧客の獲得競争も激しさを増すなど、経営環境は依然として厳しい状況

が続いております。

このような環境下でありましたが、事業部全体の主軸を構成する「一番どり」「をどり」といった居酒屋部門

はＷＥＢを活用した販売促進や予約を積極的に獲得したことにより堅調に推移し、事業部全体として前年同期を

上回る実績を上げることが出来ました。また、食物販部門では中食市場のシェア拡大に向け焼鳥・惣菜・弁当を

中心とした「京鳥パルコ津田沼店」を10月に、新しい少額投資型のモデル店舗として「おめで鯛焼き本舗マルイ

錦糸町店」を11月に出店しました。

当第３四半期累計期間では、売上高は3,669百万円（前年同四半期比1.0％減）、セグメント利益は172百万円

（同105.9％増）となりました。

③事業開発事業

事業開発事業におきましては、インドネシアの大手総合食品メーカーであるPT Indofood CBP Sukses Makmur

TBKと設立した合弁会社も４年目に入りました。「POPOLAMAMA」ブランドで運営する外食事業は、平成29年10月

に新たにジャカルタ市東部に建設されたAEON Jakarta Garden Cityの施設内に６号店をオープンしました。現地

では、日本発のイタリアンレストランとしてファミリーを含めた幅広い層からご好評を頂いておりますが、現地

で強い日本食への関心を踏まえて「和」のテイストを加えたドリアや鶏唐揚げ、焼肉などの新たなメニューを加

えることによって、さらにお客様の満足度を高めることを目指しております。

当第３四半期累計期間では、セグメント損失は17百万円（前年同四半期はセグメント損失86百万円）となりま

した。

 

(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

(3)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,000,000

計 14,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,105,290 9,105,290
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株で
あります。

計 9,105,290 9,105,290 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年12月31日 ― 9,105,290 ― 922,939 ― 1,125,651
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 100 ― ―

完全議決権株式（その他） 　普通株式 9,102,900 91,029 ―

単元未満株式 　普通株式 2,290 ― ―

発行済株式総数  9,105,290 ― ―

総株主の議決権 ― 91,029 ―
 

（注）１「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式41株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ジェーシー・コムサ
東京都渋谷区

恵比寿南一丁目15番１号
100 ― 100 0.0

計 ― 100 ― 100 0.0
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成29年10月１日から平成29年

12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、きさらぎ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,620,397 629,260

  売掛金 2,306,128 3,612,427

  商品及び製品 697,245 605,555

  原材料及び貯蔵品 242,455 349,781

  その他 248,695 237,277

  貸倒引当金 △3,691 △5,896

  流動資産合計 5,111,232 5,428,406

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 3,905,445 3,838,852

    減価償却累計額 △3,006,447 △3,000,235

    建物（純額） 898,998 838,617

   機械及び装置 2,776,659 2,534,872

    減価償却累計額 △2,201,260 △1,355,273

    機械及び装置（純額） 575,398 1,179,599

   その他 1,769,200 2,064,426

    減価償却累計額 △474,836 △475,243

    その他（純額） 1,294,364 1,589,183

   有形固定資産合計 2,768,761 3,607,399

  無形固定資産 249,167 241,758

  投資その他の資産   

   その他 1,450,593 1,466,828

   貸倒引当金 △1,250 △1,250

   投資その他の資産合計 1,449,343 1,465,578

  固定資産合計 4,467,272 5,314,735

 資産合計 9,578,505 10,743,142

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,457,064 1,725,954

  短期借入金 50,000 300,000

  1年内返済予定の長期借入金 511,000 316,000

  未払法人税等 195,668 20,317

  賞与引当金 146,622 52,428

  資産除去債務 1,040 2,150

  その他 771,325 763,248

  流動負債合計 3,132,720 3,180,100

 固定負債   

  長期借入金 580,000 1,393,000

  退職給付引当金 467,909 486,529

  役員退職慰労引当金 409,738 434,311

  資産除去債務 627,523 630,558

  その他 49,693 46,656

  固定負債合計 2,134,864 2,991,055

 負債合計 5,267,585 6,171,155
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 922,939 922,939

  資本剰余金 1,259,205 1,259,205

  利益剰余金 2,104,632 2,355,686

  自己株式 △17 △17

  株主資本合計 4,286,759 4,537,813

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 24,160 34,173

  評価・換算差額等合計 24,160 34,173

 純資産合計 4,310,919 4,571,987

負債純資産合計 9,578,505 10,743,142
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
  至 平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日　
  至 平成29年12月31日)

売上高 12,627,648 12,941,121

売上原価 7,278,080 7,770,634

売上総利益 5,349,567 5,170,486

販売費及び一般管理費   

 給料手当及び福利費 1,768,920 1,725,010

 賞与引当金繰入額 38,959 37,750

 退職給付費用 32,267 36,122

 役員退職慰労引当金繰入額 52,475 24,573

 その他 2,566,744 2,681,902

 販売費及び一般管理費合計 4,459,367 4,505,357

営業利益 890,200 665,128

営業外収益   

 受取利息 11 13

 受取配当金 2,110 1,909

 受取手数料 2,230 1,295

 受取賃貸料 2,399 2,336

 受取補償金 600 4,052

 その他 5,158 6,835

 営業外収益合計 12,511 16,443

営業外費用   

 支払利息 4,741 5,575

 支払保証料 2,759 2,658

 支払補償費 15,701 －

 その他 1,958 1,489

 営業外費用合計 25,160 9,724

経常利益 877,551 671,847

特別利益   

 固定資産売却益 － 808

 債務保証損失引当金戻入額 10,083 －

 特別利益合計 10,083 808

特別損失   

 減損損失 120,804 46,791

 固定資産除却損 245 66,264

 関係会社株式評価損 75,852 －

 特別損失合計 196,902 113,056

税引前四半期純利益 690,733 559,599

法人税、住民税及び事業税 232,112 148,664

法人税等調整額 41,370 68,829

法人税等合計 273,483 217,494

四半期純利益 417,249 342,105
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【注記事項】

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に

係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年12月31日)

減価償却費 160,552千円 191,034千円
 

 

(株主資本等関係)

　前第３四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
52期定時株主総会

普通株式 91,051 10.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

　当第３四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日
53期定時株主総会

普通株式 91,051 10.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日 利益剰余金
 

 

２ 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。
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（持分法損益等）

 
前事業年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年12月31日)

関連会社に対する投資の金額 17,589千円 17,589千円

持分法を適用した場合の投資の金額 17,589千円 10,837千円
 

 

 
前第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

持分法を適用した場合の投資損失（△）の金額 △14,858千円 △7,533千円
 

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
食料品事業 外食事業 事業開発事業

売上高     

  外部顧客への売上高 8,922,317 3,705,331 － 12,627,648

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

12,495 － － 12,495

計 8,934,812 3,705,331 － 12,640,143

セグメント利益又は損失
（△）

1,205,976 83,985 △86,593 1,203,368
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,203,368

全社費用（注） △512,587

棚卸資産の調整額 △46

四半期損益計算書の税引前四半期純利益 690,733
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

　　現在及び今後の経済情勢を鑑み、収益性及び時価の著しく低下した資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失として計上しております。

　　当第３四半期累計期間における減損損失は120,804千円であり、「食料品事業」において1,170千円、「外食事

業」において113,386千円、「全社費用」において6,247千円をそれぞれ計上しております。
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Ⅱ　当第３四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
食料品事業 外食事業 事業開発事業

売上高     

  外部顧客への売上高 9,271,602 3,669,519 － 12,941,121

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

12,333 － － 12,333

計 9,283,935 3,669,519 － 12,953,454

セグメント利益又は損失
（△）

896,490 172,894 △17,483 1,051,902
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異

調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,051,902

全社費用（注） △492,358

棚卸資産の調整額 56

四半期損益計算書の税引前四半期純利益 559,599
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　(固定資産に係る重要な減損損失)

　　現在及び今後の経済情勢を鑑み、収益性及び時価の著しく低下した資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

当該減少額を減損損失として計上しております。

　　当第３四半期累計期間における減損損失は46,791千円であり、「食料品事業」において9,141千円、「外食事業」

において37,650千円をそれぞれ計上しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
 至 平成29年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 45円83銭 37円57銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 417,249 342,105

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 417,249 342,105

普通株式の期中平均株式数(千株) 9,105 9,105
 

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月８日

株式会社ジェーシー・コムサ

取締役会  御中

 

きさらぎ監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   佐   野   允   夫   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   大　　内   　　　純   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェー

シー・コムサの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの第54期事業年度の第３四半期会計期間(平成29年10月１日

から平成29年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェーシー・コムサの平成29年12月31日現在の財政状態及び同日

をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい

て認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

株式会社ジェーシー・コムサ(E00488)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第３四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

